
希学園 第390回 公開テスト 小５ 算数 2024年11月10日実施 模範解答 制限時間40分

１
7150 17.0 ５─

24

240.3 28 766

51 54 235(ｍ) (ａ)

21 31 36
(時間) (分) (秒) ；完答

19 80 385番目

４ ５ ９個 回 回

1332 4440 16

10 ３ 330㎝ ㎝ ㎠

16 16 520通り 通り 通り

(配点) 各４点×25



希学園 第390回 公開テスト 小５ 算数 2024年11月10日実施 解説

３ ５ ２ ７
８―＋５―－(４―＋４―)
４ ６ ３ ８

18 20 16 21 14 13 １
＝８―＋５―－(４―＋４―)＝14 －９ ＝５

24 24 24 24 24 24 24

32.4×７＋432÷32＝226.8＋13.5＝240.3

39×８－{(24×６－27×５)×18－13×７}×４

＝312－(９×18－91)×４＝312－71×４＝28

{( ×４＋968)÷４＋96}÷４＋12＝288

{( ×４＋968)÷４＋96}÷４＝288－12＝276

( ×４＋968)÷４＋96＝276×４＝1104

( ×４＋968)÷４＝1104－96＝1008

×４＋968＝1008×４＝4032

×４＝4032－968＝3064

＝3064÷４＝766

482÷24＋277÷24＋465÷24

＝(482＋277＋465)÷24＝1224÷24＝51

9.45km÷15－48000mm×12＝9450ｍ÷15－48ｍ×12

＝630ｍ－576ｍ＝54ｍ

0.48ha÷0.32＋34㎡×250＝48ａ÷0.32＋0.34ａ×250

＝150ａ＋85ａ＝235ａ

１時間47分38秒×12＝12時間564分456秒

＝21時間31分36秒

① ② ③ ④
２,５,８,11/４,７,10,13/６,９,12,15/８,11,14,17/…

と区切る。グループ内の先頭の数がグループ番号の２倍に

等しく，グループ内の数は３ずつ増えていく。

30÷４＝７(グループ)余り２→８グループの２番目

８グループの２つは，８×２＝16と，16＋３＝19

49がはじめて出てくるのはグループ内の４番目。

□×２＋３×３＝49 □＝20 →20グループの４番目

４×20＝80(番目)

グループごとの和に注目すると，26，34，42，50，…と

初項が26，公差が８の等差数列になる。

７グループの和は，26＋８×(７－１)＝74

(26＋74)×７÷２＋16＋19＝385

１からもどしていく。Ａは「×３」，Ｂは「＋３」をする。

１→３→９ １→３→６ １→４→12 １→４→７
Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

これより，４個。

少ない回数で１にするためには，３で割れるうちは３で

割っていき， で出てきた６，７，９，12をできるだけ

早く作るようにする。

90→30→27→９→３→１ 90→30→10→７→４→１
Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

が最少。よって，５回。

と同様に６，７，９，12をできるだけ早く作るように

する。３で割って２余る数になると１にできず，３で割っ

て１余る数になると，以降はＢの操作しかできない。

2025→675→225→75→72→24→21→７→４→１ が最少。
Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

よって，９回。

123＋132＋213＋231＋312＋321＝1332

各位に５，７，８が２回ずつ出てくる。

100×(５＋７＋８)×２＋10×(５＋７＋８)×２

＋１×(５＋７＋８)×２＝111×20×２＝4440

３つの数をａ，ｂ，ｃとすると， より和は，

111×(ａ＋ｂ＋ｃ)×２＝3552

ａ＋ｂ＋ｃ＝3552÷222＝16

右の図のように，

求められる面積

や長さをかきこ

む。ＤＡとＧＥ

を延長して，交

わった点をＮと

する。四角形Ｎ

ＧＣＪは平行四

辺形。また，三

角形ＡＮＥは直角二等辺三角形より，ＡＥ＝ＡＮ。

よって，ＡＥ＋ＡＪ＝ＡＮ＋ＡＪ＝ＮＪ＝ＧＣ＝10㎝

三角形ＡＦＩは直角二等辺三角形より，ＡＦ＝ＡＩ。

ＡＦ＋ＡＩ＝６＋10＋２＝18(㎝) 18÷２＝９(㎝)…ＡＦ

９－６＝３(㎝)…ＡＥ

三角形ＥＢＧは直角二等辺三角形。９＋63＝72(㎠)…面積

72＝12×12÷２より，ＢＥ＝ＢＧ＝12㎝

長方形ＡＢＣＤのたての長さは，３＋12＝15(㎝)

横の長さは，12＋10＝22(㎝) 15×22＝330(㎠)

右の図１のように２㎝ずつに分ける。

へのタイルのしきつめ方は，右の

図２のような４通り。 へのタイル

のしきつめ方も同様に４通り。

よって，４×４＝16(通り)

右の図３のように，(３㎝，２㎝)

と(２㎝，３㎝)の２種類の分け方

ができる。 へのタイルのしきつ

め方は右の図４のような２通り。

へのタイルのしきつめ方は図２

の４通り。 ， も同様なので，

２×４×２＝16(通り)

右の図５のように，

(３㎝，３㎝，３㎝)，

(３㎝，２㎝，２㎝，２㎝)，

(２㎝，３㎝，２㎝，２㎝)，

(２㎝，２㎝，３㎝，２㎝)，

(２㎝，２㎝，２㎝，３㎝)の

５種類の分け方がある。(３㎝，３㎝，３㎝)のタイルのし

きつめ方は，２×２×２＝８(通り)あり，（３㎝，２㎝，

２㎝，２㎝)のタイルのしきつめ方は，２×４×４×４

＝128(通り) よって，８＋128×４＝520(通り)

(配点) 各４点×25
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